
議案第２ ３号

令和 ３年度水‾戸・勝ｍ都市計画事業東部第２

土ｊｉ区画まき事業特加会計補ｊＥ予算 （第 １号）

令和 ３年度ひたちなか市の水や ・勝 目］都市計画事業東部第２ 土地 ［‾左画整Ｊミ事業特別会計補に予算は，

次に定めると ころによ る。

（歳入歳胝予算の補ｉＥ）

第１ 条　歳入歳か予算の総額から歳入歳ぷそれぞれ１ ２２ ，１ ３２ 手口を減額し，歳入歳㈹，予算の総額

を歳入歳豐，それぞれ ６０ ６， ４９ ５千円と 定め る。

２． 歳入歳ｍ予算の補工の款項の区句ヽ八び萢該 ［‾瓦分 ごと のを額並びに補‾を後の歳入歳ｍ予算の金額は，

「第 １表　歳入歳出予算補工Ｅ」 によ る。

（繰矯風麝費）

第２ 条　地方 自治法第 ２１ ３条第１ 項の規定によ り， 翌年度に繰り 越して使用するこ とができ る経費は，

「第 ２表　繰越票肪費」 によ る。

（Ｊ七方債の補工Ｅ）

第３ 条　甦方債の変更 は， 「第 ３表　地方債補ｉＥＪに よる。

令和４年　 ３ｊｊ　 ２日　 を出

令和　年　　 天丿　　 日　 議決

ひたちなか市長　大　谷 明
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第１ 表　 歳入歳出予算補‾を

（歳　入）（歳　 入）　　　　　　　　　　　　　　　 （単位　 千円）

款 項 補‾八ミ前の額 補‾χ五額 計

２． 国庫支出金 ３２，２３０ ム８，１ ４０ ２４，０９０

１． 国庫補助金 ３２，２３０ ム８，１４０ ２４ ，０９０

４． 財産収入 １， ０００ ６８６ １， ６８６

１． 財産売払収入 １， ０００ ６８６ １， ６８６

５． 繰入金 ６６ ７， ９０６ ム１２５，７９５ ５４２， １１１

１． 繰入金 ６６７， ９０６ △１ ２５ ，７９５ ５４ ２， １１１

６． 繰越金 １， ０００ １７ ，８ １７ １８ ，８ １７

１． 繰越金 １， ０００ １７，８１７ １８，８ １７

８． 市債 ２６ ，３ ００ ム６，７００ １９，６００

１． 市債 ２６，３００ ム６，７００ １９，６００

歳　　　　　 人　　　　　 合　　　　　計 ７２ ８， ６２７ ム１２２，１ ３２ ６０６， ４９５

（歳　 出）

款 項 補‾弖前の額 補‾を額 計

１． 区画整ミ事業費 ５２７ゐ１１ ム１ ２２，１ ３２ ４０５， ３７９

１． 東部 第２ 土丿吏［Ｘぼ整ミ事業・ ５２７ゐ１１ ム１ ２２ ，１ ３２ ４０５， ３７９

２． 価債費 ２００， １１６ ０ ２００， １１６

１． ぬ債費 ２０ ０， １１６ ０ ２００， １１６

歳　　　　　　出　　　　　　合　　　　　　計 ７２８宀２７ ム１ ２２，１ ３２ ６０６， ４９５

第２ 表　繰Ｓ明１午費

（単位千ＰＩ）

款 項 事　　　　　業　　　　　佑 金額

１区圃整丿里事業費

－

１東部第２土地

［先圃を理事業費

道路改良工事 ５，９５１

擁壁工事 ７，０７３

パイプライン切縦し工事 １， １５２

建染物等移転料算定委託 ２，２３３

統合調整池詳細設計業務委託 １８，９７９

建染物移転補償 ２２ ，６００

工作物移転補償 ３，０００

電柱移設補償 ２，０００

ガス管移鼈補償 ４１４

合計 ６３，４０２

２



（変　 更）

第３ 表　 地方債補ｊＥ

（単位千［Ｉ］）

起債の目的

補　　　　 ‾を　　　　前 補　　　 工Ｅ　　　後

限度額
起債の
方　法

利　率 償きの方法 限度額
起債の
方　法
利率
償きの
方　法

東部第２ 公族

団体交付金事
業費

２６，３００

普丿貸借

又は謳ミ券
昊行 （た

だし，証
券発行の
場合にお

いてを行
価格が額

・金額を
下回 ると

きは，そ
れぞれの

発行価格
差減額を
ミめ るた

めに必要

な金額を
限度額に
加算 した

金額を限
度額とす
る）

５． ０Ｓ以内
（た だし，
利率見直し
方式で借り

人れる政府
資金攷び地
方ノ八族団体
金融機構資
金に つい

て， 利率の
見直 しを
行った後に

おいては，
售該見直し

後の利率）

政府資金に

ついては，そ
の融資条件に

より ，銀行そ
の他の場合に
は， その債権
者と 協定する
とこ ろによ

る。 ただし
市財政の都合

によ り据置期
間及び償還期

限を短縮 し，
又は繰上償ぎ
若し くは低利
に借 り換える
こと ができ

る。

１９湎００

補‾をミ前
に同じ

補ｊＥ前
に同じ

補‾逅．前
に同じ
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